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第３０回教育研究評議会議事要録

平成１８年４月２８日（金）１３：３０～１６：２４１ 日 時

事務局第１会議室２ 場 所

列席者の紹介３

議事に先立ち，議長から，橋本評議員（教育学部長）が体調不良のため村田教授の列

席の申し出があった旨紹介があった。

４ 新任評議員等の紹介

議長から，４月１日付けで新たに就任し，前回の教育研究評議会を欠席された田原評

議員及び矢島学長補佐の紹介があり，各自から挨拶があった。

５ 議 事

(1) 第１次学長候補者となるべき適任者について

議長から，第1次学長候補者となるべき適任者について，学長，理事及び職員（常

，時勤務する者に限る）に対して教育研究評議会に推薦するよう依頼していたところ

適任者として４名の推薦があったことの説明があった。引き続き議長から，推薦され

た者４名の中に，議長，石田評議員及び橋本評議員が含まれているが，本案件の当事

者となることから，欠席の橋本評議員を除いた，議長及び石田評議員は，この議事の

間，退席することとしたい旨の提案があり，了承された。

次に議長から，松岡評議員に議長の職務を代行させる指名があった。

議長及び石田評議員の退席後，議長の職務を代行する松岡評議員から，議事は第１

次学長候補者となるべき適任者として推薦されたものについて確認するものであるこ

とが説明された。次いで，総務部長から，①推薦された４名の推薦書は，規則で定め

られた要件を満たしており，事務的に問題がないこと，②学長候補者の選考に関する

規則第８条第５項で「教育研究評議会は，適任者が少なくとも１０名程度となるよう

に努めるものとする」という規定があるが，２月２４日の教育研究評議会において適

任者の推薦が１０名に満たない場合で，最低４名の適任者でも規則には抵触しないこ

とを本評議会の共通認識としたこと，③今後の第１次学長候補者選出の日程について

の詳細な説明があった。

，引き続き，松岡評議員から，資料１－２～５に基づき，各推薦書等に問題はなく

本評議会として，今回推薦された４名を第１次学長候補者となるべき適任者として確

認したい旨提案があり，異議なく確認された。

これを受けて，直ちに松岡評議員が，審議の結果を議長に報告を行い，退出した評

議員とともに議場に戻ってもらうこととした。

（中断 13：40～13：50）
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議場に戻った議長より，本日確認された４名の適任者を対象として学内予備投票を

行うこととすることが提案され，異議なく了承された。

なお，佐久間評議員より，配付資料のうち，回収することとしている「推薦書 ，」

「略歴書」及び「抱負を記載した書面」については，個人情報保護に抵触するもので

なく，早晩公表されることとなるので回収する必要はないのではないかとの意見があ

り，諸々意見が出されたが，審議の結果，当該資料は，規程の規定により，公示日

（５月１７日）に教職員ホームページに掲載することで学内に公表することになって

いるものであることから，会議終了後に回収することとした。

長崎大学第１次学長候補者学内予備投票管理委員会委員の選出について(2)

議長から，長崎大学第１次学長候補者学内予備投票管理委員会委員の選出について

提案があった。

引き続き，理事（企画担当）から，資料２に基づき，本評議会評議員から１名を委

員として選出を行う必要があること及び本評議会から選出された委員が，学内予備投

票管理委員会の委員長となることの説明があり，審議の結果，公平性の観点から，適

任者の推薦者となっている評議員を除くこととし，岡林評議員を選出した。

長崎大学名誉教授の選考について(3)

議長から，本年３月に本学を退職した教授のうち１６名について関係の部局長から

名誉教授の称号授与の上申があったこと及び名誉教授の選考については，昨年度まで

は第１回目の本評議会において各部局長の説明を受け，部局に持ち帰り，次回の本評

議会で最終的に決定していたが，昨年度の選考後に細則が改正され，今回から１回の

審議で選考を行うこととなった旨の説明があった。

なお，本名誉教授の選考対象となる谷山評議員は，本議事が終了するまで退席した。

引き続き，資料３に基づき，村田教育学部教授から相川，後藤，杉山，玉利及び松

永の各前教授，経済学部長から今田前教授，医学部長から寺崎前教授，工学部長から

，松尾前教授，環境科学部長から井上前教授，医歯薬学総合研究科長から石丸，奥村

谷山，長島，井口，加藤及び藤井の各前教授について，それぞれ略歴，推薦理由及び

功績等の説明があった。

審議の結果，提案のあった１６名に対し名誉教授の称号を授与することとした。

長崎大学名誉校友の称号授与について(4)

議長から，長崎大学名誉校友候補者として，水産学部から陳 哲聰氏（ﾁﾝ ﾃﾂｿｳ)氏

の推薦があった旨の説明の後，水産学部長から，資料４に基づき，略歴及び推薦事由

等の説明があり，審議の結果，同氏に名誉校友の称号を授与することとした。

教員組織の在り方等検討ＷＧの設置について(5)

議長から，教員組織の在り方等検討ＷＧの設置について，審議の提案があった。

引き続き，理事（企画担当）から，中教審の答申を受け，大学設置基準等が改正さ
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れ，平成１９年４月から現行の「助手」が専任教員の立場を確立する「助教」と補助

業務的な立場である「 新）助手」の職種に分けることとなったことを受けて，①現（

在在職している助手の処遇など全学的な組織の在り方を具体的に検討するＷＧを設置

，すること，②ＷＧについては比較的多くの助手を抱えている部局（医学部，歯学部

薬学部，工学部，医歯薬学総合研究科，生産科学研究科，熱帯医学研究所，医学部・

歯学部附属病院）の評議員並びに学長，理事及び学長補佐により構成することについ

て，提案があり，審議の結果，了承された。

なお，審議の過程で，経済学部長から，理系の教員中心の構成であるので，文系教

員の意見を反映できるように配慮願いたい旨の発言があった。

国立大学法人長崎大学基本規則の一部改正，長崎大学副部局長規則の制定及び長崎(6)

大学職員給与規程の一部改正について

議長から，国立大学法人長崎大学基本規則の一部改正，長崎大学副部局長規則の制

定及び長崎大学職員給与規程の一部改正について，審議の提案があった。

引き続き，理事（人事担当）から，資料５－１～４に基づき，副部局長の職責と必

要性に鑑み，従来部局長が命じていた副部局長を学長任命とすること及び副部局長へ

管理職手当を支給することが説明された。次いで，理事（人事担当）から，副部局長

規則では副部局長は２人以内とされているが，現在２人を超えて副部局長を置く部局

については，現在任命されている副部局長が任期を満了するまでの間，部局の規程で

定めている数の副部局長を置くことができる旨の経過措置を設けていることの説明が

あり，審議の結果，原案どおり了承された。

長崎大学学内共同教育研究施設等計画委員会規程の一部改正について(7)

議長から，長崎大学学内共同教育研究施設等計画委員会規程の一部改正について審

議の提案があった。

引き続き，理事（企画担当）から，資料６に基づき，学内共同教育研究施設等計画

委員会の見直しを行った結果，委員から学長を除くとともに，委員長を学長が指名す

る理事をもって充てる改正を行いたい旨説明があり，審議の結果，原案どおり了承さ

れた。

長崎大学評価基礎データベースシステム管理規程の制定について(8)

議長から，長崎大学評価基礎データベースシステム管理規程の制定について，審議

の提案があった。

引き続き，理事（企画担当）から，資料７－１及び７－２に基づき，３月２２日開

催の本評議会において原案を提示し，各部局において持ち帰り検討いただいていたも

のであるが，今回各部局から３件の意見等があり，これを踏まえて加除修正した案に

ついて説明があり，審議の結果，修正のとおり，了承された。

長崎大学Ｗｅｂ学生支援システム協議会要項の制定について(9)
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議長から，長崎大学Ｗｅｂ学生支援システム協議会要項の制定について，審議の提

案があった。

引き続き，理事（教育・情報担当）から，資料８に基づき，平成１９年度導入する

Ｗｅｂ学生支援システムの円滑な導入，運用及び普及に資する観点から協議会を設置

することについて説明があり，審議の結果，原案のとおり了承された。

６ 報告事項

(1) 長崎大学学長選考会議委員について

議長から，資料９に基づき，平成１８年４月１日付けで選出された学長選考会議委

員について，報告があった。

なお，今後の学長選考会議においては，学長選考に係る具体的事項を審議すること

となるので，学長及び理事２名は構成員ではあるが会議には出席しないこととする旨

が申し添えられた。

(2) 平成１８年度入学者選抜の実施状況について

理事（教育・情報担当）から，資料１０に基づき，平成１８年度入学者選抜に係る

入学者数等の報告があった。

(3) 平成１８年度大学教育の国際化推進プログラム（海外先進教育実践支援，海外先進

研究実践支援，戦略的国際連携支援）の採択結果について

理事（研究・国際担当）から，資料１１に基づき，文部科学省公募の大学教育の国

際化推進プログラム（海外先進教育実践支援，海外先進研究実践支援，戦略的国際連

携支援）の採択結果について，報告があった。

(4) その他

ア 学長裁量経費による研究推進プロジェクト等について

理事（研究・国際担当）から，学長裁量経費による研究推進プロジェクトへの応

募については，科学研究費補助金に応募した者に制限すること，また，平成１５年

度採択の教育改善推進費（学長裁量経費）において採択された課題のうち，論文等

の提出が行われていない者については，再度提出するよう依頼する旨の報告があっ

た。

イ 学内研究重点プロジェクトについて

理事（研究・国際担当）から，学内研究重点プロジェクトについて学内公募を行

うこととしたが，応募に当たっては必ずしも部局の認知を必要とするものではない

ので奮って応募いただきたい旨報告があった。

ウ 平成１８年度科学研究費補助金の採択状況について

理事（研究・国際担当）から，平成１８年度科学研究費補助金の採択状況につい
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て，報告があった。

エ 九州地区国立大学進学説明会について

議長から，国大協の九州支部会議が開催され，九州地区の国立大学が連携して，

受験生に対する合同説明会を行うこととなり，九州以外では関東地区（東京）及び

関西地区で，九州では福岡市及び北九州市で開催することとなったことの報告があ

った。

オ ５月及び６月の教育研究評議会の開催日時について

総務課長から，５月及び６月の教育研究評議会の開催日時について連絡があった。

以 上


